
甲賀市甲南町野尻・寺庄の昭和28年多羅尾豪雨
と昭和34年伊勢湾台風の水害体験

■浅野川
• 杣川が増水すると、浅野川の
水が流れず、このあたりの田
畑が浸かる

■Ｓさん宅
• 昭和28年・昭和34年の水害では、杣川が増水し、庭の木や
竹やぶが流れた

• 昭和28年、34年の水害以外の時は、田畑の方から水が来た

■Ｓさん宅
• 水害の時は、山手の方
から水がくるため、家
の横に土嚢を積んだ

浸水しやすいので、川と住宅
地との境目に土嚢を積む

川以外、裏の田畑からも
水が来る

川がカーブしているた
め、千歳橋の左岸に水
が強く当たる

田畑から水が来る

右岸（寺庄）が低い多ため、
千歳橋を伝い、寺庄側に水が
流れる

■避難所－公民館
• 個人の判断によって、
公民館に避難
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